
 

卒業・進級の認定基準及び成績評価について 

 

修了の認定 

校長は、修了試験等の方法により、介護福祉士並びにはり師・きゅう師として必要な知識・技能を修

得したことを確認し、各科目の履修の認定を行う。ただし、出席時間数が３分の２に満たない者につい

ては、当該科目の履修の認定は行わない。又、実習の出席時間数が５分の４に満たない者については当

該科目の認定は行わない。 

 

卒業の認定 

１．本校所定の課程を修了し、出席日数をみたし、試験に合格した者には、別記様式１による卒業証書

を授与する。 

２．社会福祉専門課程 介護福祉士科を修了した者は専門士（社会福祉専門課程）と称することが出来

る。 

３．医療専門課程 鍼灸科を卒業した者は専門士（医療専門課程）と称することが出来る。 

 

学習の評価・進級 

・試験は各学期ごとに行い、試験の成績評価は科目ごとに１００点満点とし、６０点以上を合格点とす

る。 

・合格点に満たない科目については、その科目の再試験を行うことがある。 

・科目試験に欠席した者で、その理由がやむを得ないと認められた者は、その科目の追試験を認可する 

ことがある。 

・所定の授業日数の３分の１以上欠席した者は、進級又は卒業することができない。ただし、各学年に

おいて欠席日数が出席すべき日数の３分の１以内であっても、各科目及び実習にかかる出席時間数が所

定の３分の２以上に満たない者、又、実習の出席時間数が所定の５分の４に満たない者は、補講を受け

なければ進級又は卒業することができない。 

※客観的な指標の設定：ＧＰＡによる。 

試験の成績評価は試験の点数の合計（１００点満点）が、９０点～１００点が「Ａ」、８０点～８９

点が「Ｂ」、７０点～７９点が「Ｃ」、６０点～６９点が「Ｄ」、５９点以下「Ｆ」と評価する。「Ｄ」以

上を合格点とする。 

各成績は、Ａ（４．０）、Ｂ（３．０）、Ｃ（２．０）、Ｄ（１．０）としてＧＰＡはＡの単位数×４．

０＋Ｂの単位数×３．０＋Ｃの単位数の×２．０＋Ｄの単位数×１．０の合計を、各学生が履修済みの

総単位数で除した数を求めることによって算出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

取得可能な称号 

専門士取得（鍼灸科、介護福祉士科） 

専門士とは 

平成７年１月１日から一定の専門学校卒業生に「専門士」の称号が付与されるようになった。（文部省

（現文部科学省）告示第８４号平成６年６月２１日）。「専門士」は生涯にわたって何を学んできたか、

どのような技術、技能、教養を身につけ、どのようにして豊かな人間性を養ってきたかなどの生涯学習

の成果を評価するために創設された新しい称号である。 

1. 目的 

専修学校の専門課程（すなわち専門学校のこと）における学習の成果を適切に評価し、一定の専修学校

の専門課程の修了者に対し専門士の称号を付与することにより、その修了者の社会的評価の向上を図り、

もって生涯教育の振興に資することを目的とする。 

2. 規定について 

専修学校の専門課程において、次に掲げる要件を満たして修了した者は、文部科学大臣が定める基準を

満たした者として、「専門士」と称することができる。 

①修業年限が２年以上であること。 

②課程の修了に必要な総授業時数が１，７００時間以上であること。 

③試験等により成績評価を行い、その評価に基づいて課程修了の認定を行っていること。 

したがって、すべての専門学校の卒業生が専門士の称号を付与されるとは限らない。 

④高度専門士と称することができる課程と認められたものでないこと。 


